
町のキラッと
輝く人を

紹介

議員はお祭りへの寄付
や町内会への催しものへ
差し入れすることを禁止さ
れています。
有権者も求めてはいけ

ません。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止 次
回
定
例
会
の
予
定

6月  6日

１3日

１4日

１5日

　　　　１6日

１7日

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）　　　 

開会・議案説明

一般質問

議案質疑

福祉建設委員会

総務文教委員会

討論・採決・閉会　 　　　 

開始時間は午前9時
30分（最終日は午
後1時30分）です。
議事の都合により、
日程が変更になる場
合があります。

Toyoyama Gikai  Dayori

と
よ
や
ま
議
会
だ
よ
り

T
oyoyam

a G
ikai D

ayori
令
和
４
年
５
月
１
日
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P2・3祝・町制施行50周年

今日から１年生 （関連記事P20）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　岩村みゆき
 柴田 賢一
 岡島 剛

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　4
月
6
日
、
豊
山
小
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
友
だ

ち
を
つ
く
っ
て
ね
。

編
集
後
記

　令
和
4
年
3
月
予
算
議
会
の
議
案
審

議
に
お
い
て
は
、
本
議
会
で
は
根
幹
と

な
る
方
針
的
な
部
分
を
問
い
質
し
、
細

部
に
つ
い
て
は
総
務
文
教
委
員
会
、
福

祉
建
設
委
員
会
な
ら
び
に
予
算
特
別
委

員
会
に
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。　先

の
決
算
特
別
委
員
会
と
同
様
、
試

行
で
の
予
算
特
別
委
員
会
で
す
が
、
し

っ
か
り
と
検
証
し
、
皆
様
に
そ
の
成
果

と
課
題
を
ご
報
告
す
る
こ
と
が
議
会
の

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　末
筆
な
が
ら
議
会
広
報
で
は
、
文
字

に
よ
る
表
記
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

写
真
や
グ
ラ
フ
も
有
効
に
活
用
し
、

「
読
む
よ
り
見
る
」
広
報
と
な
る
よ
う

心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

柴
田
賢
一

P8～11
P12～19

P 20

P４・5令和４年度 キラメキ事業
議案PICK UP
７人が一般質問
輝く人を紹介 町のキラッと

　
プ
ロ
ギ
ン
グ
活
動
を
広
め
た
い
思
い
で
、

ま
ち
サ
ポ
へ
入
団
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ギ
ン
グ

と
は
、
ゴ
ミ
拾
い
（p

lo
cka

u
p
p

）
と
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
（joggin

g

）
を
合
わ
せ
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥
の
新
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で

す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
健
康

維
持
や
環
境
改
善
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待

で
き
る
事
が
特
徴
で
す 

。
更
に
魅
力
な
の
は

｢

あ
っ
た
！｣

「
や
っ
た
！
」
と
、
ゴ
ミ
拾
い

が
ま
る
で
宝
探
し
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
き｢

ゴ
ミ
拾
っ
て
る
の
に
楽
し
い
！
笑｣

「
気
持
ち
い
い
！
」
と
、
同
じ
感
覚
や
体
験

を
し
た
人
達
と
の
楽
し
い
交
流
が
プ
ロ
ギ
ン

グ
一
番
の
醍

醐
味
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
活

動
を
も
っ
と

広
め
て
い
き

た
い
と
思

い
、
プ
ロ
ギ

ン
グ
リ
ー
ダ

プ
ロ
ギ
ン
グ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

ー
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
し
て

昨
年
は
、
環
境
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

の
同
時
開
催
を
企

画
し
実
現
！
コ
ロ

ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス

解
消
の
必
要
性

や
、
一
人
の
取
り

組
み
よ
り
も
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
集
ま
る
こ
と

で
大
き
な
力
が
生
み
出
さ
れ
る
事
を
実
感
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
プ
ロ
ギ
ン
グ
が
今
年
度
は

豊
山
町
で
2
回
開
催
が
決
定
！
ま
ず
は
、
5

月
29
日
（
日
）
神
明
公
園
に
て
開
催
！
運
動

が
苦
手
な
方
や
お
子
様
連
れ
に
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
、
プ
ロ
ギ
ン
グ
堪
能
コ
ー
ス
な

ど
様
々
ご
用
意
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
感

1
2
0
％
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と

計
画
中
！
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒

に
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪
（
事
前
申
込
み

必
須
）

　
レ
ッ
ツ
・
プ
ロ
ギ
ン
グ
！ 

豊
山
町
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

　紀
平 

佐
緒
里

ひ
ら

き

さ

お

り
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U
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一
般
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念
事
業

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案 

P
I
C
K 

U
P

一
般
質
問

テーマは昭和レトロ
まちの産業や文化にふれることができる特別企画展を
5月13日（金）まで実施

●郷土資料室のリニューアル

マップに記された文化財や名所を巡り、まちの魅力にふれよう 
7月上旬、10月上旬にスタンプラリー開催予定 

●ウォーキングマップを活用したイベント

●新たな「豊山町誌」を発刊

8月下旬、神明公園で「とよやまDEないと」と共同開催  

●24時間テレビの
　サテライト会場でのイベント　　　　　　

障がいの有無に関わらず、全ての子どもが一緒に遊ぶことができる遊具を設置
●インクルーシブ遊具の設置

 Instagramにまちの名所や新たな魅力を投稿しよう
 7月～10月開催予定 

●第2回フォトコンテストの開催

「つながる」❷

「ふれる」❶
小学生の記者が町内事業所などを取材
かべ新聞をつくるよ

●子ども記者による「まち」の魅力発信

「はばたく」❸
　令和4年度、豊山町は町制施行50周年という大きな節目の年を迎えました。

「ふれる・つながる・はばたく」をテーマにさまざまな50周年記念事業を予定

しています。コロナ禍で失われた人と人とのつながりを取り戻し、住民の皆さ

まとともに次の50年に向けた飛躍の年としてまいります。環境を考えるきっかけとなるよう、SDGsスポーツ
「プロギング」を5月29日(日)、11月12日（土）に実施 

●プロギングの実施

はばたく世代に向けた楽曲やミュージックビデオの制作
●ミュージックビデオの制作 

4月1日（金）～ ロゴ入り証明書の発行 ５０周年記念デザイン複写偽造防止用紙により、
住民票の写しなどの証明書を発行

4月24日(日) 記念式典 町政に功績のある方など約４５０人を招いて式典
を開催

5月2日(月) 記念切手の販売 記念切手（１０枚組）の販売

5月29日(日) プロギングの実施 町民参加によるジョギングしながらゴミを拾う
ＳＤＧｓスポーツ「プロギング」を開催

7月上旬 ウォーキングマップを活用したイベント ウォーキングコースを活用したスタンプラリーを
開催

8月14日(日) ＮＨＫ公開番組 子ども向け番組「ノージーのひらめき工作キャラ
バン」の公開収録

8月下旬 24時間テレビサテライト会場でのイベント
とよやまＤＥないと

「とよやまＤＥないと」と共同開催し、町民や町内
事業所などがつながる機会とするイベントを開催

10月23日(日)または
10月30日(日) ゆるきゃらと保育園児の合同運動会 ゆるきゃら（地空人くん、なごぴょん、どじょたん）

と保育園児との合同運動会

11月上旬 子ども記者によるかべ新聞の展示 小学生記者が町内事業所などを取材し、かべ新聞
をとおして町の魅力を発信

1月～2月上旬 町民参加型の文化振興事業 プロの演奏により本物の音楽に触れるとともに、
町民の皆さまも一緒に演奏できるイベント

主な50周年記念
事業一覧
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マップに記された文化財や名所を巡り、まちの魅力にふれよう 
7月上旬、10月上旬にスタンプラリー開催予定 

●ウォーキングマップを活用したイベント

●新たな「豊山町誌」を発刊

8月下旬、神明公園で「とよやまDEないと」と共同開催  

●24時間テレビの
　サテライト会場でのイベント　　　　　　

障がいの有無に関わらず、全ての子どもが一緒に遊ぶことができる遊具を設置
●インクルーシブ遊具の設置

 Instagramにまちの名所や新たな魅力を投稿しよう
 7月～10月開催予定 

●第2回フォトコンテストの開催

「つながる」❷

「ふれる」❶
小学生の記者が町内事業所などを取材
かべ新聞をつくるよ

●子ども記者による「まち」の魅力発信

「はばたく」❸
　令和4年度、豊山町は町制施行50周年という大きな節目の年を迎えました。

「ふれる・つながる・はばたく」をテーマにさまざまな50周年記念事業を予定

しています。コロナ禍で失われた人と人とのつながりを取り戻し、住民の皆さ

まとともに次の50年に向けた飛躍の年としてまいります。環境を考えるきっかけとなるよう、SDGsスポーツ
「プロギング」を5月29日(日)、11月12日（土）に実施 

●プロギングの実施

はばたく世代に向けた楽曲やミュージックビデオの制作
●ミュージックビデオの制作 

4月1日（金）～ ロゴ入り証明書の発行 ５０周年記念デザイン複写偽造防止用紙により、
住民票の写しなどの証明書を発行

4月24日(日) 記念式典 町政に功績のある方など約４５０人を招いて式典
を開催

5月2日(月) 記念切手の販売 記念切手（１０枚組）の販売

5月29日(日) プロギングの実施 町民参加によるジョギングしながらゴミを拾う
ＳＤＧｓスポーツ「プロギング」を開催

7月上旬 ウォーキングマップを活用したイベント ウォーキングコースを活用したスタンプラリーを
開催

8月14日(日) ＮＨＫ公開番組 子ども向け番組「ノージーのひらめき工作キャラ
バン」の公開収録

8月下旬 24時間テレビサテライト会場でのイベント
とよやまＤＥないと

「とよやまＤＥないと」と共同開催し、町民や町内
事業所などがつながる機会とするイベントを開催

10月23日(日)または
10月30日(日) ゆるきゃらと保育園児の合同運動会 ゆるきゃら（地空人くん、なごぴょん、どじょたん）

と保育園児との合同運動会

11月上旬 子ども記者によるかべ新聞の展示 小学生記者が町内事業所などを取材し、かべ新聞
をとおして町の魅力を発信

1月～2月上旬 町民参加型の文化振興事業 プロの演奏により本物の音楽に触れるとともに、
町民の皆さまも一緒に演奏できるイベント

主な50周年記念
事業一覧



キラメキキラメキ事業
令和４年度予算令和４年度予算

どちらか一方のワクチンを選択
自己負担額は接種費用から補助額を除いた金額

ワクチンの種類 補助

生ワクチン ４，０００円

不活化ワクチン ２０，０００円

（  ４，０００円×１回）

（１０，０００円×２回）

令和４年度 令和５年度

改訂方針の検討
実施方法の検討
生徒、保護者アンケート
デザインの検討

デザイン決定
製造・販売業者の決定

中学校の制服見直し 15万円

制服の選択肢を広げることで、気候の変化、個性の
尊重や性別の多様性などに対応
令和６年度適用を目標

病後児保育
豊山保育園 27万円

子どもが病気の回復期にあり、保育園や学校などに通え
ず、保護者が仕事などの理由により家庭で保育をすること
が難しい期間に子どもを預けることができる（１０月予定）
対象年齢：生後６カ月～小学６年生まで

帯状疱疹予防接種補助

町に住民登録のある５０歳以上の方を
対象に、接種費用の一部を補助

72万円

敬老パスによる
高齢者割引制度
外出支援や社会参加の促進を図るため、
７５歳以上に対し、町内運行バスの割引
制度を試行的に実施

36万円

議会のインターネット
中継配信 84万円

いつでも議会を視聴していただけるよう、生配
信、録画配信を実施（９月予定）

子ども家庭
総合支援拠点の設置 133万円

障がいの有無に関わらず全ての子どもが遊ぶことの
できるユニバーサルデザインの遊具を設置

インクルーシブ遊具の設置
しいの木児童センター 660万円

年度途中に発生していた待機児童を解消する
ため、青山保育園で０、１歳児クラスを開設

０、１歳児保育の拡充
青山保育園 714万円

行政のデジタル化の推進
デジタル化推進室を新設し、ＤＸ推進計画を作成すると
ともに、行政のデジタル化に向けた取り組みを推進
子育て、介護に関する手続きをオンライン申請できるよう
整備

7234万円

庁舎などの省エネ対策
2億6266万円

令和４年度は、庁舎１～４階のフロア内工事
単年でCO２排出量が３１．０％の削減効果

災害時に外部からの供給なしで７２時間稼働
できる自家発電改修工事

財政負担の平準化とコスト削減を図るため、
長期のリ－ス契約

①役場の空調など改修工事

②役場の自家発電改修工事

③公共施設のＬＥＤ化

１０年間での効果 電気代
ＣＯ２排出量

１億２５７２万円削減
７２．６％削減

子ども、妊産婦を対象に包括的、継続的に支援

南館ひまわりの交流スペース インクルーシブ広場がある豊川公園
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自宅内で高齢者に生じた異変に
早期対応するため、警備員の駆
けつけができるサ－ビスを拡充

高齢者見守りサ－ビスの拡充 95万円



キラメキキラメキ事業
令和４年度予算令和４年度予算

どちらか一方のワクチンを選択
自己負担額は接種費用から補助額を除いた金額

ワクチンの種類 補助

生ワクチン ４，０００円

不活化ワクチン ２０，０００円

（  ４，０００円×１回）

（１０，０００円×２回）

令和４年度 令和５年度

改訂方針の検討
実施方法の検討
生徒、保護者アンケート
デザインの検討

デザイン決定
製造・販売業者の決定

中学校の制服見直し 15万円

制服の選択肢を広げることで、気候の変化、個性の
尊重や性別の多様性などに対応
令和６年度適用を目標

病後児保育
豊山保育園 27万円

子どもが病気の回復期にあり、保育園や学校などに通え
ず、保護者が仕事などの理由により家庭で保育をすること
が難しい期間に子どもを預けることができる（１０月予定）
対象年齢：生後６カ月～小学６年生まで

帯状疱疹予防接種補助

町に住民登録のある５０歳以上の方を
対象に、接種費用の一部を補助
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高齢者割引制度
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子ども家庭
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障がいの有無に関わらず全ての子どもが遊ぶことの
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年度途中に発生していた待機児童を解消する
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整備

7234万円
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財政負担の平準化とコスト削減を図るため、
長期のリ－ス契約
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②役場の自家発電改修工事

③公共施設のＬＥＤ化

１０年間での効果 電気代
ＣＯ２排出量

１億２５７２万円削減
７２．６％削減

子ども、妊産婦を対象に包括的、継続的に支援

南館ひまわりの交流スペース インクルーシブ広場がある豊川公園
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自宅内で高齢者に生じた異変に
早期対応するため、警備員の駆
けつけができるサ－ビスを拡充

高齢者見守りサ－ビスの拡充 95万円



町税 
41億6609万円

県支出金
4億167万円

分担金及び負担金 
3671万円

繰越金
7117万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

県からの
補助金など

国からの配分金

交付税･その他交付金 
7億6050万円

諸収入
2億5811万円

前年度からの
持越しのお金

財産収入他 
2355万円
財産収入他 
2355万円

使用料及び手数料 
1億346万円
使用料及び手数料 
1億346万円

保育料など

繰入金　 
3億4228万円
繰入金　 
3億4228万円

他会計からの
お金

国庫支出金 
8億4246万円

借金など

国からの
補助金など

町債 
3億8400万円
町債 
3億8400万円

総務費 
12億4507万円

税金の賦課徴収、
交通・防犯などにかかるお金

衛生費  
7億2871万円
衛生費  
7億2871万円

ごみ処理、検診など
にかかるお金

農業対策などに
かかるお金

労働支援者などに
かかるお金

議会費
9746万円

議会の運営に
かかるお金

民生費 
23億3993万円

高齢者・障害者福祉、
保育料などにかかる
お金

労働費
5万円

農林水産業費
9587万円

商工費
1億2662万円

土木費
10億6385万円

商工業や観光振興
などにかかるお金

消防費
3億1729万円
消防費
3億1729万円

道路整備などに
かかるお金

教育費
11億4921万円

消防活動に
かかるお金

公債費
2億1594万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

予備費 
1000万円

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
３
件
、第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
一
部
改
訂
、条
例
の
一
部
改
正
９
件
、

規
約
の
変
更
１
件
、令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、令
和

４
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
６
件
の
24
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、議
員
発
議
に
よ
る
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
非
難
す
る
決
議
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛成8 反対1 認定

避難所・にぎわい施設の避難所・にぎわい施設の 整備に1億5586万円整備に1億5586万円 令和４年
度

一般会計
予 算

令和4年度に行う主な事業

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

84億5833万円

13億6050万円

１1億1172万円

6億4175万円

（1016万円減額）

（財源更正）

（6470万円追加）

（2184万円減額）

● 新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・９９６６万円

● 50周年記念事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３０６万円

● 町の避難所・にぎわい施設の整備・・・1億5586万円

● 道路管理計画策定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2004万円

● 予防接種費補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・966万円

● 豊山小学校トイレ改修・・・・・・・・・・・・2億2200万円

● 議会のインターネット中継配信・・・・・・・・・・・84万円

（ワクチン接種の推進、プレミアム付商品券の発行）

（24時間テレビとのコラボ、県植樹祭の開催など）

（施設の整備に向けた青山地区の用地測量）

（道路管理計画を策定し、計画的な長寿命化やコスト低減を図る）

（帯状疱疹・子宮頸がんワクチン接種）

（便器の洋式化、感染症対応設備の導入）

（YouTubeによる生配信、録画配信を実施）

令和3年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

１３億５354万円
２億7622万円
１０億4884万円

３59万円
7億６893万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています。

予算額 73億9000万円

歳入歳出
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県からの
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議会費
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度

一般会計
予 算

令和4年度に行う主な事業

一般会計

国民健康保険特別会計
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84億5833万円
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（1016万円減額）
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● 新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・９９６６万円

● 50周年記念事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３０６万円
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● 予防接種費補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・966万円

● 豊山小学校トイレ改修・・・・・・・・・・・・2億2200万円

● 議会のインターネット中継配信・・・・・・・・・・・84万円

（ワクチン接種の推進、プレミアム付商品券の発行）

（24時間テレビとのコラボ、県植樹祭の開催など）

（施設の整備に向けた青山地区の用地測量）

（道路管理計画を策定し、計画的な長寿命化やコスト低減を図る）

（帯状疱疹・子宮頸がんワクチン接種）

（便器の洋式化、感染症対応設備の導入）

（YouTubeによる生配信、録画配信を実施）

令和3年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

１３億５354万円
２億7622万円
１０億4884万円

３59万円
7億６893万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています。

予算額 73億9000万円
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審 議 結 果

議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します。

議案第１号

令和４年第１回臨時会（1月）

令和３年度一般会計補正予算（第７号） 全員賛成可決
議 案 審議結果番 号

◎議長は、議決には加わりません　太字は議案PICK UPに掲載

令和４年第１回定例会（3月）
議 案 審議結果番 号

議案第2号
議案第3号
議案第4号
議案第5号
議案第6号
議案第7号
議案第8号
議案第9号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号

工事請負変更契約の締結
工事請負変更契約の締結
工事請負変更契約の締結
第５次総合計画基本構想の一部改訂
部設置条例等の一部改正
個人情報保護条例の一部改正
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正
職員の育児休業等に関する条例の一部改正
国民健康保険税条例の一部改正
生涯学習推進審議会条例の一部改正
廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部改正
消防団条例の一部改正
消防団員等公務災害補償条例の一部改正

全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
賛成８反対１可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決

議案第15号 愛知県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び愛知県市町村職員退職手当組合規約の変更 全員賛成可決

議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
決議第1号

令和３年度一般会計補正予算（第８号）
令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和３年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和３年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和４年度一般会計予算
令和４年度国民健康保険特別会計予算
令和４年度後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度介護保険特別会計予算
令和４年度介護サービス事業特別会計予算
令和４年度公共下水道事業特別会計予算
ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議

全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
賛成８反対１可決
賛成８反対１可決
賛成８反対１可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決

9 8とよやま議会だよりNO.160　令和4年5月１日とよやま議会だよりNO.160　令和4年5月１日

国民健康保険税の改正
●国民健康保険税の所得割額、平等割額の引き上げ

議案
第10号

これまでのように均等割額ではな
く、平等割額を引き上げる理由は。

Q

県が示す標準保険料率、これまで
の税率改正の経緯を踏まえた。

A

し尿処理手数料の改正議案
第12号

今回の手数料引き上げに伴い、し尿汲み取りの負担はどれだけ増えるか。Q

標準的な年間維持費（負担額）を推計すると、1人当たり6,600円から
8,000円となり、1,400円ほど増える。

A

令和４年度一般会計予算議案
第20号

LED照明をリース契約に変更した理由は。また、電気代削減効果額は。Q
10年リースの費用が安価であり、メンテナンス費用がかからない
ため変更した。電気代削減効果額は1億2572万円で、実質負担
なく公共施設の照明のLED化を図ることができる。

A

施政方針
●町内運行バスの高齢者割引制度を試行し、外出支援や社会参加の促進を図る

外出支援に繋がると判断されれば、その先も考えているのか。Q

試行期間にアンケート調査を実施し、今後の方向性について検討したい。A

町長の施政方針

公共施設の照明のLED化

障害者福祉施設などの整備に補助

562万円

130万円
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所得割

平等割

6.20%
→6.25%

19,700円
→22,100円

2.06%
→2.20%

7,000円
→9,300円

1.43％
→2.05％

5,300円
→7,000円

9.69％
→10.50％

医療給付費分 後期高齢者
医療支援金分 介護納付金分 計

32,000円
→38,400円

障害者福祉施設等整備費補助事業の内容は。Q
町内に障害福祉サービス事業所を開設する費用
として、表のとおり補助する。実際にサービスを
利用している方を対象にアンケートを実施して
おり、利用者のニーズに沿った障害福祉サービ
スを誘致するよう検討している。

A

●新たな障害福祉サービス事業所の
　誘致を目的に創設

建設にかかる経費

備品などの購入経費

最大100万円

最大30万円

1件あたりの補助額

18リットル125円→150円
36リットル250円→300円

手数料（従量制）
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ロシアによるウクライナ侵略を非難する
決議を採択

令和4年3月14日、ロシアによるウクライナ侵略に対し、議会としても抗議
の意思を示すため、決議しました。

町営住宅の改修工事

災害用応急給水資材の購入

豊山小学校のトイレ改修

子ども家庭総合支援拠点の設置

愛知県植樹祭の開催

プレミアム付商品券事業の実施

予防接種健康被害調査委員会の設置

469万円

83万円

2億2200万円

133万円

190万円

3791万円

2万円

●子ども家庭総合支援拠点とは
子どもとその家庭や妊産婦を対象に、相談全般から児童虐待などの専門的な相談対応や訪問などによる継続
的なソーシャルワークまで行う

設備設置工事、事業用備品購入の内容は。Q
相談員となる保育士を一人増員し、子ども応援課カウンター前に親子交流スペース
の設置、相談室の整備などを行う。福祉課横の相談室のLAN整備工事、事業用備品
は子ども総合支援拠点の設置に必要な備品の購入費である。

A

①何を話し合う委員会か。
②令和3年度は後遺症相談、健康被害申請は何件あったのか。
③相談窓口はどこか。

Q

①健康被害申請の内容が適切なものであるかどうか審議し、県を通じて国へ申請す
る。健康被害とコロナとの因果関係の認定は国が行う。委員は西名古屋医師会員
2名、学識経験者、清須保健所長の4名となっている。

②令和3年度の相談件数は6件、申請件数は1件である。
③相談窓口は保健センターである。

A

●植樹祭とは、緑化に対する意識高揚を図り、みどり豊かな環境づくりを推進することが目的

50周年記念イベントとして愛知県植樹祭が予定されているが、ど
のような内容か。

Q

春の緑化強調期間の中心行事として、愛知県、公益社団法人愛知県緑化
推進委員会との共催で5月28日に実施する。式典は社会教育センター
アリーナ、記念植樹を神明公園で行う。式典では標語・ポスターコンクー
ルなどの表彰、みどりの少年団によるみどりの誓いを行う。

A

プレミアム付商品券事業の概要と販売方法の見直しは。Q
令和3年度と同様にプレミアム率40％、額面7,000円の商
品券を1冊5,000円で販売する。発行冊数は14,000冊、
販売総額は7,000万円、額面9,800万円を予定している。
令和3年度は1次販売で約6割の売れ残りが生じたため、他の
市町村を参考にしながら、販売方法の見直しを検討する。

A

町営住宅の改修工事の概要は。Q
老朽化した風呂場のバランス釜の改修工事を予定し
ている。現在設置されているバランス釜は、部品の
調達ができないため、近年更新したものを除き24戸
の更新を行う。

A

●北名古屋水道企業団が資材を購入し、町が一部負担

新たに災害用応急給水資材を購入するが、どのよ
うなものか。

Q

飲料水を普通トラックの荷台を利用して運搬する
ことができる車両積載用飲料タンクである。北名
古屋市、豊山町の避難所となる小中学校20校分
を購入し、町内4校分を負担する。

A

中学校は現在、建て替えについて話し合いが行われている。豊山小学校は中学校
より築年数が古い。今ここでトイレの全面改修に多額の費用をあてることについ
て、どのような見解を持っているか。小学校は長寿命化をする方針なのか。

Q

小中学校のトイレ環境の改善は、長年にわたり学校からの要望も強く、近年では
排水管などの劣化による修繕工事も毎年のように実施している状況である。教
育委員会としては、学校の施設整備の最優先事項の一つとして
位置づけ、中学校の改築と並行して小学校のトイレ環境の改善
も行っていきたいと考えている。今回の改修で乾式化と洋式化
を行い、障がいのある児童やLGBTにも配慮した多目的トイレ
の整備も行う。学校施設改築・長寿命化計画では改築することと
しており、その方針に変更はない。

A

決議
第１号
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P.13●「基幹的広域防災拠点」と「避難所及び賑わい施設」について 坪 井 孝 仁1

P.14●愛知県広域的防災拠点について大 口 司 郎2

P.15●教員の多忙化解消を作 野 桂 子3
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愛
知
県
の
「
基
幹
的
広
域
防
災

拠
点
」
と
豊
山
町
の
「
避
難
所
及

び
賑
わ
い
施
設
」
は
町
始
ま
っ
て

以
来
の
大
規
模
事
業
で
あ
る
。
地

域
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、
不
安

を
払
拭
し
な
が
ら
、
県
と
町
の
共

同
事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

道
路
・
水
害
対
策
・
住
宅
や
田

畑
の
代
替
地
・
豊
山
町
の
将
来
的

展
望
の
観
点
か
ら
質
問
を
す
る
。

Q
今
回
の
事
業
に
よ
っ
て
町
道

１
号
線
や
町
道
52
号
線
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
道
路
の
拡
幅
や

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
道

路
拡
幅
に
よ
っ
て
交
通
量
の
増
加

や
大
型
車
両
の
生
活
道
路
へ
の
侵

入
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
神
明
・

金
剛
地
区
の
田
畑
の
中
の
生
活
道

路
が
ほ
ぼ
な
く
な
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
事
業
で
、
ど
の

よ
う
な
道
路
と
な
り
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
ど
う
影
響
が
あ
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

県
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る
町

道
１
号
線
か
ら
町
道
52
号
線
を
主

導
線
と
し
た
計
画
と
し
、南
側
の
住

宅
街
に
車
両
が
流
入
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、誘
導
し
て
い
く
計
画
と

し
て
い
る
。
一
方
で
、
消
防
学
校
や

公
園
の
整
備
に
伴
い
、地
域
の
皆
様

が
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
、神
明
公
園

西
側
の
町
道
な
ど
が
廃
止
と
な
り
、

小
牧
市
側
へ
は
県
道
と
し
て
整
備

さ
れ
る
町
道
１
号
線
、町
道
52
号
線

や
、神
明
公
園
横
の
堤
防
道
路
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
皆

様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
が
、

現
在
の
町
道
に
整
備
し
て
い
な
い

歩
道
や
自
転
車
通
行
帯
を
設
け
る

な
ど
、
歩
行
者
と
自
動
車
、
自
転
車

を
分
離
す
る
こ
と
で
道
路
交
通
の
安

全
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

Q
当
該
予
定
地
で
は
消
防
学
校

の
ほ
か
に
公
園
な
ど
の
整
備

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

施
設
で
は
、
ど
の
よ
う
な
水
害
対

策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
東
海
豪
雨
の
経
験
が
活
か
さ

れ
た
対
策
と
な
っ
て
い
る
か
。

A
産
業
建
設
部
長

開
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
農

地
の
保
水
機
能
を
補
う
た
め
、
洪

水
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
「
調

整
池
」
を
、
大
山
川
の
洪
水
調
節

池
と
は
別
に
、
地
下
に
設
け
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
計
画

に
合
わ
せ
、
町
の
雨
水
幹
線
の
延

伸
も
計
画
し
て
お
り
、
計
画
地
内

に
降
っ
た
雨
は
町
道
52
号
線
に
布

設
し
て
い
る
雨
水
幹
線
を
経
由
し

て
中
江
川
に
放
流
さ
れ
る
。
中
江

川
は
、
東
海
豪
雨
以
降
、
中
江
川

排
水
機
場
の
建
設
、
河
川
改
修
、

調
節
池
の
整
備
な
ど
、
対
策
を
行

っ
て
お
り
、
治
水
安
全
度
は
向
上

し
て
い
る
。

Q
事
業
推
進
の
た
め
に
少
し
で

も
早
く
、
代
替
地
の
情
報
収

集
と
と
も
に
補
償
額
の
提
示
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
代
替
地

提
供
者
の
特
別
控
除
な
ど
周
知

し
、
よ
り
多
く
情
報
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

A
産
業
建
設
部
長

県
と
町
で
は
、
補
償
内
容
を

算
定
す
る
た
め
の
用
地
測
量
や
物

件
調
査
な
ど
を
早
期
に
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
地
権
者
の
皆

様
か
ら
個
別
に
ご
希
望
を
お
聞
き

し
、
代
替
地
提
供
者
の
調
査
を
進

め
る
と
と
も
に
、
広
く
情
報
を
収

集
す
る
た
め
、
代
替
地
等
登
録
制

度
の
創
設
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
県
の
「
基
幹
的
広
域
防
災
拠

点
」
を
平
時
に
最
大
限
活
用

し
、
町
の
「
賑
わ
い
施
設
の
活
性
」

や
「
町
全
体
の
発
展
」
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
あ
る
。
町
は
継
続
的
な

町
の
発
展
の
た
め
に
県
に
対
し
て

何
を
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

A
理
事

基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
の
事

業
は
、
本
町
の
50
年
の
歴
史
の
中

で
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で

の
開
発
と
な
る
。
青
山
地
区
の
発

展
は
も
と
よ
り
、
豊
山
町
全
体
の

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
平
時
に
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
県
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
に
も
活
用
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
の
整
備
や
、

県
内
外
か
ら
の
広
域
的
な
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
、
公
共
交
通
の
充

実
、
さ
ら
に
は
県
営
名
古
屋
空
港

と
の
連
携
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
は
、

先
日
、
町
長
自
ら
愛
知
県
知
事
に

要
望
し
た
。
引
き
続
き
、
魅
力
あ

る
施
設
の
整
備
が
さ
れ
る
よ
う
、

愛
知
県
へ
働
き
か
け
て
い
く
。       
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■教職員の精神疾患による病気休職者数の推移
　

愛
知
県
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点

の
整
備
計
画
は
、
県
・
名
古
屋
市

の
消
防
学
校
設
置
を
含
め
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
。
対
象
地
区
で

生
活
す
る
住
民
に
は
高
齢
者
も
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
心
配
を
さ
れ
て
い

る
。Q

町
が
、
神
明
・
金
剛
地
区
の

買
収
計
画
を
知
り
え
た
時
期

は
い
つ
な
の
か
。
唐
突
と
も
感
ず

る
計
画
の
公
表
故
と
も
推
察
さ
れ

る
住
民
の
「
寄
り
添
っ
て
」
い
な

い
な
ど
の
声
に
つ
い
て
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

A
町
長

町
が
計
画
を
知
り
え
た
時
期

は
２
０
１
９
年
９
月
の
愛
知
県
議

会
。
豊
山
町
に
整
備
す
る
と
の
明

言
は
無
か
っ
た
も
の
の
有
力
地
と

理
解
し
た
。
２
０
２
０
年
２
月
に

は
、
県
知
事
に
選
定
を
申
し
入
れ

た
。

　

そ
の
後
、
愛
知
県
か
ら
２
０
２

０
年
９
月
の
県
議
会
で
本
町
青
山

地
区
と
公
表
さ
れ
た
。

　

故
に
唐
突
に
説
明
会
を
実
施
し

た
と
考
え
て
い
な
い
。

Q
今
回
の
計
画
対
象
地
区
に

は
、
昭
和
44
年
に
完
工
し
た

土
地
改
良
に
お
い
て
、
町
道
の
１

メ
ー
ト
ル
借
地
問
題
が
あ
る
。　

　

こ
の
１
メ
ー
ト
ル
借
地
の
取
り

扱
い
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。A

産
業
建
設
部
長

町
が
道
路
敷
地
と
し
て
借
り

て
い
る
敷
地
は
、
無
償
に
て
道
路

用
地
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

　
防
災
拠
点
の
整
備
に
お
い
て
は
、

道
路
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
土
地

使
用
貸
借
契
約
は
満
了
と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
神
明
公
園
や
国
・

県
道
整
備
と
同
時
に
用
地
取
得
の

対
象
と
な
る
。

　
町
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
既

に
寄
付
さ
れ
た
土
地
は
、
所
有
者

が
町
に
な
っ
て
い
る
の
で
用
地
取

得
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

Q
県
・
名
古
屋
市
の
両
消
防
学

校
で
の
訓
練
に
泡
消
火
剤
は

使
用
さ
れ
る
の
か
。

　

泡
消
火
剤
に
は
、
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

訓
練
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
場
合

に
、
環
境
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う

に
評
価
し
対
応
す
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

消
防
学
校
で
は
、
複
雑
・
多

様
化
す
る
火
災
や
災
害
に
対
応
す

る
た
め
実
践
的
な
訓
練
が
実
施
さ

れ
る
。

　

泡
消
火
剤
に
含
有
さ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
は
、
製
造
、
輸
入

が
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
泡
消

火
剤
を
用
い
た
訓
練
を
実
施
す
る

場
合
は
、
有
機
化
合
物
が
含
有
さ

れ
た
も
の
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
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２
０
１
６
年
度
に
全
国
の
教
員

勤
務
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
、
小

学
校
で
約
３
割
、
中
学
校
で
約
６

割
も
の
教
員
の
時
間
外
労
働
が
過

労
死
ラ
イ
ン
を
上
回
っ
て
い
る
と

い
う
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

現
在
も
多
忙
化
は
解
消
さ
れ
て

お
ら
ず
、
長
時
間
労
働
に
よ
る
過

労
死
や
精
神
疾
患
に
よ
る
病
気
休

職
者
が
相
次
ぎ
、約
５
０
０
０
人
、

全
体
の
0.5
％
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
疲
労
が
蓄
積
し
、
心
身
が
疲

弊
し
て
い
る
状
態
で
は
、
児
童
生

徒
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

教
員
の
働
き
方
改
革
は
教
員
の

健
康
や
安
全
を
守
る
こ
と
や
「
教

員
の
な
り
手
」「
教
育
の
質
」
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
早

く
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

学
校
や
教
員
が
担
っ
て
き
た
、

広
が
り
過
ぎ
た
業
務
を
地
域
な
ど

に
迅
速
に
移
行
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
一
方
で
、
部
活
動
や
登
校

時
間
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
達
に
不
利
益
が
な
い
よ
う
、
学

校
・
行
政
・
保
護
者
・
地
域
・
関

係
者
と
し
っ
か
り
話
し
合
い
、
合

意
形
成
を
図
る
場
が
必
要
で
あ

る
。

　
「
学
校
や
教
員
以
外
の
担
い
手

を
確
保
す
る
こ
と
」
は
教
育
委
員

会
の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
、
質
問

す
る
。

Q
豊
山
町
は
、
具
体
的
な
目
標

設
定
や
今
後
の
計
画
・
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

２
０
１
９
年
度
の
総
合
教
育

会
議
に
お
い
て
、
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、
学
校
運
営
、
組
織
体
制
、
施

設
整
備
、
そ
の
他
４
項
目
に
整
理

し
た
。
業
務
改
善
を
実
施
し
、
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
も
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。

Q
教
員
業
務
支
援
員
（
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
）
の

活
用
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、
外

部
委
託
も
含
め
て
精
査
を
す
る
な

ど
見
直
し
を
進
め
、
学
校
教
育
活

動
の
充
実
と
働
き
方
改
革
の
推
進

を
図
る
。

Q
鈴
木
町
長
（
当
時
は
副
町

長
）
は
教
育
総
合
会
議
で

「
教
員
の
業
務
と
は
何
か
整
理
を

す
る
必
要
が
あ
る
」
部
活
動
に
関

し
て
も
「
運
動
な
ど
を
継
続
し
て

い
け
る
在
り
方
を
行
政
と
し
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
」「
主
体
が
ど
こ

か
整
理
し
、
多
大
な
業
務
と
経
費

が
発
生
す
る
が
、
子
ど
も
の
視
点

に
立
っ
て
議
論
し
て
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」と
発
言
さ
れ
た
。

部
活
動
や
登
校
時
間
も
含
め
て
、

教
員
の
多
忙
化
解
消
全
般
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

A
町
長

教
員
の
働
き
方
改
革
を
す
す

め
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
般
が

学
校
に
求
め
る
も
の
を
見
直
す
取

り
組
み
を
始
め
る
こ
と
も
大
切
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
私
と

し
て
は
、
引
き
続
き
教
育
委
員
会

と
よ
く
議
論
し
、
子
ど
も
達
を
取

り
巻
く
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。
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▲エブリバディ！教科担任制

▲貴重なスキー体験ではあるけれど…

　

令
和
４
年
度
か
ら
、
全
国
の
公

立
小
学
校
の
高
学
年
に
対
し
、
教

科
担
任
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
こ
の
政
策
は
、
公
立

小
学
校
の
５
・
６
年
生
を
対
象
と

し
、
外
国
語
（
英
語
）、
理
科
、
算

数
、
体
育
の
４
教
科
を
優
先
的
に

導
入
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
学
級
担
任
制
か
ら
大
き

く
変
わ
る
の
で
、
多
く
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
ど
ん
な
課

題
が
あ
る
の
か
質
問
す
る
。

Q
教
科
担
任
制
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
本
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
員
が
複
数
学
級
の
指
導
に

当
た
る
こ
と
で
、
授
業
の
質
の
向

上
、
均
等
の
水
準
・
内
容
の
授
業

が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
教
員
の

負
担
軽
減
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

Q
デ
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
員
配
置
が
十
分
で
な
い
中

で
教
科
担
任
制
を
推
進
し
た
場

合
、
教
員
間
の
連
絡
調
整
や
児
童

の
情
報
共
有
な
ど
の
面
で
手
間
が

増
え
る
上
に
、
時
間
割
の
調
整
が

大
変
難
し
く
な
る
。　
　
　
　
　

Q
令
和
４
年
度
か
ら
ど
の
よ
う

に
運
営
す
る
の
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

本
町
の
各
小
学
校
で
は
、
従

来
か
ら
非
常
勤
の
専
科
教
員
、
再

任
用
教
員
、
教
頭
・
教
務
主
任
・

校
務
主
任
な
ど
が
担
当
し
て
、
外

国
語
、
理
科
、
音
楽
、
家
庭
科
な

ど
の
教
科
で
教
科
担
任
制
を
実
施

し
て
い
る
。

　

国
や
県
で
は
小
学
校
高
学
年
に

お
け
る
教
科
担
任
制
を
推
進
す
る

た
め
の
専
科
教
員
の
増
員
を
図
っ

て
い
る
。
本
町
で
は
、
今
後
、
こ

の
制
度
も
活
用
し
て
教
科
担
任
制

を
推
進
し
て
い
く
。

Q
高
校
入
試
の
日
程
前
倒
し
に

よ
り
中
学
３
年
生
の
行
事
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

３
年
生
の
後
半
は
、
生
徒
に

と
っ
て
進
路
中
心
の
学
校
生
活
と

な
り
行
事
日
程
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

Q
学
校
行
事
全
般
に
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

例
年
で
は
５
月
に
３
年
生
の

修
学
旅
行
、
６
月
に
２
年
生
の
自

然
体
験
学
習
、９
月
に
体
育
大
会
、

10
月
に
文
化
祭
、
１
月
に
１
年
生

の
ス
キ
ー
研
修
が
あ
る
。
入
試
日

程
の
前
倒
し
に
よ
り
、
学
校
行
事

を
す
べ
て
見
直
し
調
整
し
て
い
る
。

Q
ス
キ
ー
研
修
は
入
試
日
程
と

重
な
る
が
問
題
は
な
い
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

ス
キ
ー
研
修
を
は
じ
め
他
の

学
校
行
事
に
つ
い
て
も
、
受
験
に

支
障
の
な
い
よ
う
に
慎
重
に
方
策

を
講
じ
て
い
く
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
体
験
学
習
の
時
期

や
内
容
を
見
直
せ
な
い
か
。

A
教
育
長

中
学
３
年
生
の
適
切
な
進
路

指
導
は
、
中
学
校
の
最
も
重
要
な

役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
体
験
学
習
に
つ
い
て
は
、
本
来

の
目
的
を
踏
ま
え
教
育
委
員
会
と

中
学
校
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
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▲エブリバディ！教科担任制

▲貴重なスキー体験ではあるけれど…

Q
香
害
に
つ
い
て
、
町
や
教
育

委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

香
害
と
は
、化
粧
水
や
香
水
、

合
成
洗
剤
、
柔
軟
剤
な
ど
に
含
ま

れ
る
化
学
物
質
で
あ
る
合
成
香
料

に
よ
り
、
人
に
よ
っ
て
は
不
快
感

や
化
学
物
質
過
敏
症
な
ど
の
健
康

被
害
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
と
承

知
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

本
町
で
は
事
例
は
な
い
が
、

香
り
の
害
に
苦
し
む
児
童
生
徒
が

お
り
、
学
校
生
活
に
支
障
を
き
た

す
事
例
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

従
来
か
ら
学
校
で
使
用
す
る
洗

剤
や
消
臭
剤
は
香
料
の
入
っ
て
い
な

い
も
の
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
そ
の

よ
う
な
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、

個
別
の
対
応
を
し
て
い
く
。

Q
町
と
し
て
ＨＰ
や
広
報
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
香
害
に
つ
い
て
、

周
知
や
啓
発
を
し
て
ほ
し
い
が
ど

う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

本
町
は
香
害
に
対
す
る
相
談

件
数
も
無
い
こ
と
か
ら
、
香
害
の

こ
と
を
ご
存
じ
な
い
方
も
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
と
推
察
し
て
い
る
。

　

人
に
よ
っ
て
は
健
康
被
害
が
生

じ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
香
水
や

柔
軟
剤
な
ど
を
適
切
に
使
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
ＨＰ
、
広
報
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
り
周
知
・
啓
発
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

　

児
童
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
た
び
に

胸
が
痛
む
。
２
月
７
日
時
点
で
愛

知
県
内
の
交
通
死
者
は
神
奈
川
県

と
並
び
全
国
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　

交
通
量
の
多
い
豊
山
町
に
お
い

て
、
児
童
を
ど
う
や
っ
て
交
通
事

故
か
ら
守
る
の
か
。
私
は
、
地
域

住
民
や
豊
山
町
で
働
く
方
な
ど
幅

広
く
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
募
集
し

て
は
ど
う
か
、
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
、豊
山
町
で
は
各
種
団
体
の
お

力
を
借
り
て
見
守
り
を
行
っ
て
い
る

が
、
心
配
や
悩
み
は
尽
き
な
い
。

Q
現
在
、
町
で
行
っ
て
い
る
見

守
り
活
動
は
。

A
総
務
部
長

交
通
安
全
の
見
守
り
を
行
っ

て
い
る
団
体
は
、交
通
安
全
協
会
、

民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
。

Q
そ
の
見
守
り
を
行
う
に
は
住

所
や
年
齢
制
限
、
定
員
は
あ

る
の
か
。

A
総
務
部
長

団
体
の
加
入
資
格
や
年
齢
制

限
、
定
員
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

Q
児
童
の
さ
ら
な
る
安
全
の
た

め
に
、
広
く
地
域
か
ら
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
各
小
学
校
で
募

集
し
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
で
は
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の「
安

心
ク
ラ
ブ
」
を
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

と
し
て
愛
知
県
教
育
委
員
会
に
報

告
し
て
い
る
。

　

今
後
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
へ
の

ご
協
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
が
よ
い
か
、
他
市
町
の

事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

A
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２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
成
年

年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
な
る
。

　

民
法
の
成
年
年
齢
に
は
、
一
人

で
有
効
な
契
約
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
意
味
と
、
父
母
の
親

権
に
服
さ
な
く
な
る
と
い
う
意
味

が
あ
る
。
し
か
し
、
契
約
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
消
費
者
被
害
の
問
題
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に

先
行
し
て
、
18
歳
選
挙
権
を
実
現

す
る
改
正
公
職
選
挙
法
が
２
０
１

６
年
６
月
19
日
に
施
行
さ
れ
た
。

若
い
世
代
が
よ
り
早
く
選
挙
権
を

持
つ
こ
と
で
、
政
治
へ
の
関
心
を

持
ち
、
主
体
的
に
政
治
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
若
年
層
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な

ど
と
国
際
的
に
選
挙
権
の
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

Q
本
町
で
は
、
対
象
と
な
る
２

０
０
２
年
４
月
２
日
か
ら
２

０
０
４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方
は
何
人
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長

令
和
４
年
３
月
１
日
現
在

で
、
３
１
１
人
で
あ
る
。

Q
対
象
で
あ
る
３
１
１
人
に
は
、

民
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た

「
未
成
年
者
取
消
権
」が
適
用
さ
れ

な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
契
約
な

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
啓
発
す
る

の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

町
と
し
て
は
、
広
報
と
よ
や

ま
３
月
号
へ
の
記
事
掲
載
や
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
町
ＨＰ
へ
の
記
事
掲
載
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
、
チ
ラ
シ
配
架
な

ど
に
よ
り
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

Q
投
票
率
向
上
に
向
け
て
、
議

員
と
し
て
も
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
町
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
。

A
総
務
部
長

ＨＰ
や
広
報
紙
に
よ
る
選
挙
案

内
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
選
挙

期
間
中
は
広
報
車
や
庁
内
放
送
に

よ
る
投
票
の
呼
び
掛
け
、
大
型
商

業
施
設
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
の
選
挙
啓
発
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る

児
童
・
生
徒
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
、
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

政
治
に
対
す
る
関
心
が
低
い
と
言

わ
れ
て
い
る
若
年
層
に
対
し
て
は
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

Q
若
い
世
代
が
選
挙
に
関
心
を

持
つ
た
め
に
は
、
選
挙
の
重

要
性
な
ど
の
教
育
が
必
要
で
あ

る
。
中
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

社
会
科
の
公
民
的
分
野
で
知

識
と
し
て
学
習
す
る
だ
け
で
な
く

「
な
ぜ
、法
に
基
づ
い
て
政
治
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
」

「
な
ぜ
、議
会
制
民
主
主
義
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
を
設
け
て
話
し
合

い
、
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る
学

習
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
自
分
が

議
員
で
あ
れ
ば
「
豊
山
町
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
」

「
議
会
で
ど
う
い
う
こ
と
を
質
問
し

た
い
か
」
生
徒
に
問
い
、
ＨＰ
な
ど

で
町
政
に
つ
い
て
調
べ
る
な
ど
、

自
分
事
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
授

業
も
行
っ
て
い
る
。



Q.
A.

消費者被害の啓発は

広報、ＳＮＳ、チラシなどで

Q.読書の推進に力を

A.本を手に取る時間を増やす お か じ ま

岡島　剛 議員
OKAJIMA Tsuyoshi

つ よ し
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は

４
月
か
ら
５
月
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
調
査
は
学
校
に
お
け

る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充

実
や
学
習
状
況
の
改
善
な
ど
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
町
の
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
ま
と
め
で
は
、
①
小
学
校

国
語
、
算
数
と
も
に
、
平
均
正
答

率
は
愛
知
県
・
全
国
よ
り
下
回
っ

て
い
る
。
②
小
学
校
・
中
学
校
と

も
に
記
述
式
の
問
題
は
無
回
答
率

が
高
い
。
③
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
も
っ
て
い
な
い
児
童

生
徒
の
割
合
は
、
全
国
・
県
平
均

よ
り
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
「
使

用
の
約
束
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割

合
は
、
全
国
・
県
と
も
に
下
回
っ

て
お
り
「
約
束
が
な
い
」
と
回
答

し
た
児
童
生
徒
の
割
合
は
、全
国
・

県
平
均
と
も
に
上
回
っ
て
い
る
。

な
ど
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
質
問
を
す
る
。

Q
令
和
３
年
度
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
か

ら
、
解
答
の
状
況
に
着
目
し
て
、

先
生
方
は
ど
の
よ
う
に
学
習
指
導

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

他
学
年
や
各
教
科
で
の
指
導

に
参
考
と
な
る
情
報
を
活
用
し
、

教
育
委
員
会
で
分
析
し
た
結
果
を

学
校
の
担
当
者
と
共
有
し
、
改
善

を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
部
科

学
省
作
成
の「
授
業
ア
イ
デ
ア
例
」

な
ど
、日
々
の
学
習
指
導
の
改
善
・

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

Q
調
査
結
果
の
ま
と
め
で
「
記

述
式
の
問
題
は
無
回
答
率
が

高
い
」
と
あ
っ
た
。
児
童
生
徒
た
ち

に
必
要
な
応
用
力
や
記
述
力
、考
え

る
力
、
課
題
解
決
力
な
ど
を
、
ど
の

よ
う
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
考
え
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
活
躍
で
き
る
力
を
身
に
付

け
て
い
く
に
は
、
言
葉
の
力
の
育

成
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

授
業
内
に
お
け
る
書
物
な
ど
と
の

対
話
の
推
進
を
考
え
て
い
る
。

Q
応
用
力
や
記
述
力
、
考
え
る

力
は
、
読
書
が
と
て
も
有
効

と
言
わ
れ
る
。
学
校
で
は
、
ど
の
よ

う
な
読
書
活
動
の
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

国
語
科
の
授
業
に
お
い
て
学

期
末
ご
と
に
読
書
に
関
す
る
学
習

を
行
っ
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

「
先
生
か
ら
の
お
す
す
め
の
一
冊
」

と
い
う
取
り
組
み
を
企
画
し
、
図

書
室
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
小
学

校
で
は
、「
読
書
ビ
ン
ゴ
」
や
「
多

読
賞
」
を
企
画
し
、
多
様
な
図
書

に
触
れ
、
読
書
を
楽
し
め
る
機
会

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

Q
学
校
以
外
で
も
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
に
使
用
す
る
時
間

が
読
書
の
時
間
に
な
る
よ
う
に
、読

書
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
は

な
く
本
を
手
に
取
る
時
間
が
増
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
の
充
実
を
図

る
。

　

読
書
推
進
策
と
し
て
、
学
校
ＨＰ

へ
の
読
書
活
動
の
掲
載
な
ど
、
家

庭
で
の
読
書
の
推
進
を
し
て
い

く
。

  
さ
ら
に
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
落
ち

着
い
て
取
り
組
め
る
環
境
を
新
た

に
用
意
す
る
な
ど
、
幼
い
頃
か
ら

本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
対
策
を

講
じ
る
。



町のキラッと
輝く人を

紹介

議員はお祭りへの寄付
や町内会への催しものへ
差し入れすることを禁止さ
れています。
有権者も求めてはいけ

ません。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止 次
回
定
例
会
の
予
定

6月  6日

１3日

１4日

１5日

　　　　１6日

１7日

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）　　　 

開会・議案説明

一般質問

議案質疑

福祉建設委員会

総務文教委員会

討論・採決・閉会　 　　　 

開始時間は午前9時
30分（最終日は午
後1時30分）です。
議事の都合により、
日程が変更になる場
合があります。

Toyoyama Gikai  Dayori

と
よ
や
ま
議
会
だ
よ
り

T
oyoyam

a G
ikai D

ayori
令
和
４
年
５
月
１
日
 

３
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P2・3祝・町制施行50周年

今日から１年生 （関連記事P20）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　岩村みゆき
 柴田 賢一
 岡島 剛

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　4
月
6
日
、
豊
山
小
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
友
だ

ち
を
つ
く
っ
て
ね
。

編
集
後
記

　令
和
4
年
3
月
予
算
議
会
の
議
案
審

議
に
お
い
て
は
、
本
議
会
で
は
根
幹
と

な
る
方
針
的
な
部
分
を
問
い
質
し
、
細

部
に
つ
い
て
は
総
務
文
教
委
員
会
、
福

祉
建
設
委
員
会
な
ら
び
に
予
算
特
別
委

員
会
に
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。　先

の
決
算
特
別
委
員
会
と
同
様
、
試

行
で
の
予
算
特
別
委
員
会
で
す
が
、
し

っ
か
り
と
検
証
し
、
皆
様
に
そ
の
成
果

と
課
題
を
ご
報
告
す
る
こ
と
が
議
会
の

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　末
筆
な
が
ら
議
会
広
報
で
は
、
文
字

に
よ
る
表
記
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

写
真
や
グ
ラ
フ
も
有
効
に
活
用
し
、

「
読
む
よ
り
見
る
」
広
報
と
な
る
よ
う

心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

柴
田
賢
一

P8～11
P12～19

P 20

P４・5令和４年度 キラメキ事業
議案PICK UP
７人が一般質問
輝く人を紹介 町のキラッと

　
プ
ロ
ギ
ン
グ
活
動
を
広
め
た
い
思
い
で
、

ま
ち
サ
ポ
へ
入
団
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ギ
ン
グ

と
は
、
ゴ
ミ
拾
い
（p

lo
cka

u
p
p

）
と
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
（joggin

g
）
を
合
わ
せ
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥
の
新
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で

す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
健
康

維
持
や
環
境
改
善
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待

で
き
る
事
が
特
徴
で
す 

。
更
に
魅
力
な
の
は

｢

あ
っ
た
！｣

「
や
っ
た
！
」
と
、
ゴ
ミ
拾
い

が
ま
る
で
宝
探
し
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
き｢

ゴ
ミ
拾
っ
て
る
の
に
楽
し
い
！
笑｣

「
気
持
ち
い
い
！
」
と
、
同
じ
感
覚
や
体
験

を
し
た
人
達
と
の
楽
し
い
交
流
が
プ
ロ
ギ
ン

グ
一
番
の
醍

醐
味
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
活

動
を
も
っ
と

広
め
て
い
き

た
い
と
思

い
、
プ
ロ
ギ

ン
グ
リ
ー
ダ

プ
ロ
ギ
ン
グ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

ー
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
し
て

昨
年
は
、
環
境
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

の
同
時
開
催
を
企

画
し
実
現
！
コ
ロ

ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス

解
消
の
必
要
性

や
、
一
人
の
取
り

組
み
よ
り
も
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
集
ま
る
こ
と

で
大
き
な
力
が
生
み
出
さ
れ
る
事
を
実
感
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
プ
ロ
ギ
ン
グ
が
今
年
度
は

豊
山
町
で
2
回
開
催
が
決
定
！
ま
ず
は
、
5

月
29
日
（
日
）
神
明
公
園
に
て
開
催
！
運
動

が
苦
手
な
方
や
お
子
様
連
れ
に
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
、
プ
ロ
ギ
ン
グ
堪
能
コ
ー
ス
な

ど
様
々
ご
用
意
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
感

1
2
0
％
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と

計
画
中
！
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒

に
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪
（
事
前
申
込
み

必
須
）

　
レ
ッ
ツ
・
プ
ロ
ギ
ン
グ
！ 

豊
山
町
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

　紀
平 

佐
緒
里

ひ
ら

き

さ

お

り


